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1 はじめに

清涼飲料水は、食品衛生法の一部を改正する法律な

どの施行についての通達（昭和32年９月）では、「乳

酸菌飲料、乳及び乳酸品を除く酒精分１容量パーセン

ト未満を含有する飲料をいうもの」と示されている１）。

全国清涼飲料連合会の調査によると、清涼飲料品目は

炭酸飲料、コーヒー飲料等、果実飲料等の種類に分か

れ、2019年の生産量は、炭酸飲料が最も多く次いでミ

ネラルウォーター、コーヒー飲料等であった。また、

年間の清涼飲料水消費量は国民１人あたりの換算で、

2008年は約140�、2019年は約180�と年々増加してい

る２）。コンビニエンスストアや自動販売機の普及によ

る入手の容易さ、熱中症予防や健康志向の動向からも

清涼飲料水摂取は今後も増加していくものと推測され

る。清涼飲料水の過剰摂取は、肥満やむし歯を増加さ

せ、虚血性心疾患や糖尿病などの生活習慣病発症リス

クとなることから、WHO（2016年）が糖分摂取を減

らすために糖分の多い飲料水に課税することを呼びか

けるなど、摂取に対する対策を講じることが求められ

ている３）－５）。

本学学生を対象にした調査（2017年）では、清涼飲

料水を週５回以上の摂取しているものは26.7％であっ

たことから、本学学生も日常的に清涼飲料水を摂取し

ていることがわかっている６）。また、大学生を対象に

した先行研究では「男子学生は炭酸飲料、コーヒー飲

料摂取が多い」「嗜好性を重視している」「健康状態が

良くない人ほど摂取量が多い」などが明らかにされて

いる７）８）。しかし、清涼飲料水摂取状況と生活習慣と

の関係については明らかにされていない。

これらのことから、本研究では大学生の清涼飲料水

摂取状況を把握し、清涼飲料水への意識や生活習慣と

の関係を明らかにすることを目的とした。さらに、本

研究の結果は大学生が在学中によりよい生活習慣を身

につけることができるよう、一次予防を重視した教育

指導の資料となると考えている。

2 調査対象者および調査方法

2.1 対象者

2020年６～７月、本学学部生372名を対象として無

記名自記式質問紙調査を行った。回収数は360名（回

収率96.8％）であった。無回答、学年、性別に記入漏

れがあるもの、清涼飲料水の摂取状況に回答がないも

のを除き、339名（有効回答率94.2％）を分析対象と

した。

2.2 調査方法

対象者に対して文書と口頭で調査の概要を説明した

後、調査票を配付し回答の有無にかかわらず回収した。
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要 旨

本研究は、大学生の清涼飲料水摂取状況を把握し、生活習慣との関係を明らかにすることを目的とした。

339名のうち、週５日以上清涼飲料水を摂取する学生、つまり「よく摂取する」ものは、103名（30.4％）で

あった。「よく摂取する」ものは「あまり摂取しない」ものに比べて「部活動をしている」「朝食時に清涼飲

料水を摂取する」「朝食の日数が多い」「大学生になってから清涼飲料水摂取量が増加した」「運動頻度が多

い」「運動不足と感じていない」「日中眠気がする」の生活習慣に有意差があった。次に、これらの７つの項

目について多重ロジスティック回帰分析を行ったところ、「よく摂取するもの」に影響与えていた生活習慣

は「朝食時に清涼飲料水を摂取する」「大学生になってから清涼飲料水摂取量が増加した」であった。大学

生になってから摂取が増えていることの影響の大きさから、大学生活において清涼飲料水摂取に関する情報

提供や生活習慣に対する教育の必要性が示唆された。
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質問項目は、基本属性（学年・性別・部活動）、１週

間の清涼飲料水の摂取状況（摂取日数、朝食時の摂取

日数・摂取量・購入時の重視する事柄）、清涼飲料水

に対する意識、最近１か月の生活習慣（朝食・喫煙・

飲酒・運動・睡眠）である。なお、清涼飲料水とは、

市販のコーヒー飲料、炭酸飲料、果汁入り飲料、スポー

ツ飲料、ゼリー飲料、コーヒー牛乳、お茶、ミネラル

ウォーターを含むが、お酒や他の乳・乳製品は除外す

ると定義した。

2.3 分析方法

それぞれの質問項目を単純集計した。「１週間のう

ちで清涼飲料水の摂取日数はどれくらいか」という質

問に対して「５日以上」と回答したものを「よく摂取

する」、「０日」「１または２日」「３または４日」と回

答したものを「あまり摂取しない」とし、２群に分け

て摂取状況、生活習慣などを比較分析した。カイ二乗

検定、マン・ホイットニーのＵ検定、ｔ検定を行い、

有意であった摂取状況および生活習慣の項目について

多重ロジスティック回帰分析を行い、「よく摂取する」

ものの要因の抽出を行った。分析には統計解析ソフト

IBM SPSS（StatisticalPackageforSocialScience）

24を使用し、p＜0.05を有意水準とした。

2.4 倫理的配慮

本研究は、中部大学倫理審査委員会の承認（番号20

200010）を得て実施した。調査対象者には、文書と口

頭にて調査の趣旨、本調査への参加は自由意思による

こと、調査に参加しなくとも成績や単位修得に不利益

は生じないこと、調査結果は目的以外では使用しない

こと、無記名であり個人は特定されないことを説明し、

調査票への記入をもって調査に同意が得られたとした。

3 調査結果

3.1 対象者の属性（表１）

対象者339名のうち男性が258名（76.1％）、女性が

81名（23.9％）であり、学年別では１年生が153名

（45.1％）と最も多く、次に２年生が115名（33.9％）

であった。「１週間のうちの清涼飲料水摂取日数はど

れくらいですか」という質問に対し、「０日」と回答

した学生は47名、「１または２日」は116名、「３また

は４日」は73名と合わせて236名で、つまり「あまり

摂取しない」は全体の69.6％であった。「５日以上」

と回答した学生、つまり「よく摂取する」は103名

（30.4％）であった。

3.2 清涼飲料水摂取状況と生活習慣等の関係

（表２）

大学内外の部活動（サークルを含む）を行っている

学生は、全体では114名（38.2％）であり、そのうち

100名が運動部に入っていた。「よく摂取する」の中で

部活動をしている学生は46名（40.4％）で、入ってい

ない学生は56名（25.3％）であり、清涼飲料水の摂取

と部活動の有無とは関係があった。BMI（Body

MassIndex:体格指数）は、全体では「やせ」が27

名（8.0％）、「普通」が266名（78.5％）、「肥満」が46

名（13.6％）であった。清涼飲料水摂取とBMIとは関

係はなかった。

次に生活習慣との関係をみると、１週間のうち朝食

時に清涼飲料水を摂取する日数が「５日以上」と回答

した学生は、全体では60名（17.7％）であり、そのう

ち「よく摂取する」が56名（93.3％）であった。「よ

く摂取する」方が「あまり摂取しない」に比べて、朝

食時における清涼飲料水摂取の日数が多かった。１週

間の朝食摂取日数は、「５日以上」と回答した学生は、

全体では218名（64.3％）で、そのうち「よく摂取す

る」ものは75名（34.4％）で「あまり摂取しない」に

比べると朝食摂取日数が多くなるほど清涼飲料水を摂

取していた。大学生になってからの清涼飲料水摂取量

が「減った」「変わらない」「増えた」を質問したとこ

ろ、「よく摂取する」は「あまり摂取しない」に比べ

て「増えた」と回答していた。
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表１ 対象者の属性



運動日数が「週に３日以上」と回答した学生は、全

体では109名（32.2％）で、そのうち「よく摂取する」

は44名（40.4％）であり、運動日数が多いほど清涼飲

料水を摂取していた。また、清涼飲料水をよく摂取し

ている方が、運動不足を感じていなかった。

日中の眠気については、「かなりある」または「激し

い（授業中に寝てしまう）」と回答した学生は全体で

107名（31.6％）であった。「よく摂取する」方が「あ

大学生の清涼飲料水摂取状況と生活習慣との関連
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表２ 清涼飲料水摂取状況と生活習慣等の関係

表３ 清涼飲料水摂取の種類別摂取量



まり摂取しない」と比べると日中の眠気が強かった。

3.3 清涼飲料水摂取状況と清涼飲料水の種類

および摂取量の関係（表３）

１週間の清涼飲料水の摂取人数は、「お茶」が259名

（76.4％）で最も多く、次に「ミネラルウォーター」

180名（53.1％）、「炭酸飲料」143名（42.2％）、「果汁

入り飲料」114名（31.4％）であった。１週間あたり

の摂取量をみると「お茶」が最も多く、平均3,205�

であった。次に「ミネラルウォーター」が平均2,362

�、以下「炭酸飲料」「果汁入り飲料」「スポーツ飲料」

「コーヒー類」であった。また、「よく摂取する」と

「あまり摂取しない」のそれぞれの摂取量を比較する

と、「よく摂取する」方に摂取量が多かったのは「コー

ヒー加糖ミルク入り」「炭酸飲料」「果汁入り飲料」

「野菜ジュース」「スポーツ飲料」であった。「あまり

摂取しない」方に摂取量が多かったのは「豆乳加糖」

「エネルギー補給用ゼリー飲料」であった。

3.4 清涼飲料水購入時に最も重視する事柄

（図１）

清涼飲料水購入時に最も重視する事柄を質問したと

ころ、「味」22.6％、「価格」21.1％、「その時の気分」

20.8％、「種類」18.7％、「カロリー」1.2％、「その他」

17.0％であった。重視する事柄は、「よく摂取する」

と「あまり摂取しない」との間では有意な差はみられ

なかった。

3.5 清涼飲料水摂取状況と健康に対する意識

の関係（表４）

「健康意識が高いと思うか」「清涼飲料水購入時に

栄養成分表示を見るか」「清涼飲料水のカロリーを気

にするか」という意識に関する質問に対してそれぞれ

１～５段階で回答を求めたところ、いずれも「よく摂

取する」と「あまり摂取しない」とでは有意な差は見

られなかった。

3.6 清涼飲料水摂取の要因となる生活習慣等

の関係（表５）

「よく摂取する」に有意な差が示された７項目の生

活習慣等、すなわち「部活動」「朝食時摂取日数」「朝

食摂取日数」「摂取量の変化」「運動日数」「運動不足」

「日中の眠気」（表２）について多重ロジスティック回

帰分析を行った。その結果、「よく摂取する」と有意

な関係を示した生活習慣等は「朝食時摂取日数」（オッ

ズ比4.47,信頼区間3.25－6.15,p＝0.000）、「摂取量

の変化」（オッズ比1.90,信頼区間1.17－3.08,p＝

0.010）の２つの要因が抽出された。

3.7 清涼飲料水摂取量と生活習慣等の関係

（表６）

清涼飲料水摂取状況に関係していた２つの生活習慣

の要因「朝食時摂取日数」「摂取量の変化」（表５）と

摂取状況に有意な関係があった清涼飲料水摂取量（表

３）の関係についてスピアマンの順位相関関係分析を

行った。その結果、相関係数は－0.4＜r＜0.4であ

り、関係は弱かった。
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表４ 清涼飲料水摂取状況と健康に対する意識の関係

22.6

21.1

20.8
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1.2
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n = 334

図１ 清涼飲料水購入時最も重視する事柄

表５ 清涼飲料水摂取の要因となる生活習慣等のオッズ比



4．考察

4.1 大学生の清涼飲料水摂取状況

本研究では、清涼飲料水を「よく摂取する」学生は

30.4％であった。2017年の本学の調査では、清涼飲料

水の摂取頻度が「週に５日以上」と回答した学生は

26.7％であったが６）、今回はそれを上回り、日常的に

清涼飲料水を摂取する大学生が増加してきたと考えら

れる。摂取の種類と摂取量は、多い順に「お茶」「ミ

ネラルウォーター」「炭酸飲料」「果汁入り飲料」であっ

た。「お茶」「ミネラルウォーター」の摂取については、

2000年頃から大学生がよく飲む物として意識されてい

るという報告があるが９）10）、近年は熱中症予防のため

の水分摂取という点からも摂取量が多くなっていると

考えられる。

「よく摂取する」方に摂取量が多かったのは「コー

ヒー加糖ミルク入り」「炭酸飲料」「果汁入り飲料」

「野菜ジュース」「スポーツ飲料」であり、これらの飲

料水を摂取することは糖質やカロリーの過剰摂取につ

ながる可能性が高い。

大学生が清涼飲料水購入時に最も重視する事柄は

「味」「価格」「その時の気分」であり、カロリーを重

視することはほとんどなかった。栄養士養成課程の学

生を対象にした調査では、カロリーは「味」「価格」

より重視はしていなかった７）。本研究では、カロリー

を気にすることに対して意識は高い得点ではなかった

ことからも依然として大学生は清涼飲料水に対しての

認識が低いのではないかと考える。

4.2 大学生の清涼飲料水摂取状況と生活習慣

などの関係

「よく摂取している」学生と「あまり摂取しない」

学生の生活習慣との関係を検討したところ、「部活動

の有無」「朝食時の清涼飲料摂取日数」「朝食摂取日数」

「摂取量の変化」「運動日数」「運動不足の認識」「日中

の眠気」の７項目に有意な差がみられた。さらに、こ

れらの要因について多重ロジスティック回帰分析を行っ

たところ、清涼飲料水摂取と関連を示したものは「朝

食時の清涼飲料摂取日数」「摂取量の変化」であるこ

とが明らかになった。

部活動に入っている学生や運動日数が多い学生、さ

らに運動不足をまったく感じていない学生の方が清涼

飲料水をよく摂取していることがわかった。活動的で

よく身体を動かしている学生は清涼飲料水の摂取量が

増加すると考えられる。

「日中の眠気」については、清涼飲料水摂取による

血糖値上昇や眠気が起こる関係について詳細な調査を

していくことが望まれる。

朝食時に清涼飲料水を週５日以上摂取する学生の

93.3％が清涼飲料水を「よく摂取する」と回答してお

り、朝食時に清涼飲料水を摂取していることが考えら

れ、食事時に清涼飲料水を摂取することが習慣化され

ていると推察された。本研究では、朝食時に清涼飲料

水を多く摂取する学生と「コーヒー等加糖ミルク入り」

「炭酸飲料」「果汁入り飲料」「野菜ジュース」「スポー

ツ飲料」の摂取量とは関係がなかったが（表６）、こ

れらは糖質・カロリーの高い飲料水であることから朝

食時の清涼飲料水摂取には注意が必要である。

大学に入ってからの清涼飲料水摂取量の変化に関し

ては、「増加した」と感じている学生のうち、50.0％

が清涼飲料水をよく摂取しており、「変わらない」「減っ

た」と感じている学生よりも多かった。本研究では、

対象が１年生と２年生であり、大学生になって生活環

境が変化したり、食生活の自由度が増したりすること

が全体的な摂取量増加につながっている可能性がある。

4.3 今後の課題

本学は、清涼飲料水が自動販売機約50台、コンビニ

エンスストア３店で販売され、容易に購入できる環境

である。今回の調査の対象者は、清涼飲料水の栄養成

分表示やカロリーを気にすることに対して高い意識が

あるとはいえなかった。折しも2015年に制定された食

品表示法は、経過措置期間を経て2020年４月１日から

完全施行されており、原則として全ての一般加工食品

等に栄養成分表示が行われることとなっている11）。こ

れらの開示情報をよりよい食生活・生活習慣形成につ

なげるためには、消費者の理解と利用が必須である。

今回は清涼飲料水の入手方法を質問していないので不

明であるが、自動販売機で購入していれば栄養成分、

カロリーを見ることができない状況である。今後は、

多くの学生が利用すると思われる自動販売機に清涼飲

料水の情報を提供していくことが重要である。あわせ

て、大学生になって清涼飲料水摂取が増加しているこ

とから、新入生時に清涼飲料水の成分や摂取方法に関

する教育指導を行うことは、清涼飲料水への認識度上

昇とその後の好ましい生活習慣獲得に有効な方策と考

える。
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表６ 清涼飲料水摂取量と生活習慣等との関係



5 結語

本研究は、大学生339名を対象に無記名自記式質問

紙調査を行い、清涼飲料水を「よく摂取する」ものと

生活習慣との関連を検討した。「よく摂取する」もの

は、朝食時に清涼飲料水を摂取していることと、大学

生になってから清涼飲料水を飲むようになったことが

明らかになった。
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Abstract

Thepurposeofthisstudyistodeterminethepatternofsoftdrinkconsumption

amongcollegiatestudentsandtoshowtherelationshipithaswiththeirlifestyle.

Outofthe339participantsofthisstudy,103（30.4％）wereidentifiedasfrequent-

intakers（FI）,consumingsoftdrinksfiveormoredaysperweek.Comparedto

non-frequent-intakers（NI）,theFIgrouphadasignificantdifferenceinthe

followingsevenlifestyles:participatinginclubactivities,consumingsoftdrinks

atbreakfast,consumingbreakfastmorefrequently,increasedsoftdrinkintake

sincestartingcollege,frequentlyexercising,participantsfeeltheyarenotlacking

inexercise,andfeelingdrowsyduringtheday.Usingmulti-logisticregression

analysis,itwasdeterminedthatofthesevenlifestyles,twohadthemostimpact

ontheFIgroup:consumingsoftdrinksatbreakfastandincreasedsoftdrink

intakesincestartingcollege.Seeingasthereisalinkbetweenbeginning

collegiatelifeandincreasedsoftdrinkconsumption,itisnecessarytoprovide

studentswithinformationregardingsoftdrinkintake,andtoeducatethemon

healthylifestylehabits.?
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